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市
は
、
平
成
33
年
の
市
制
施
行
30
周
年
に
向
け
た
市
史
編
さ
ん
事
業
を

進
め
て
い
ま
す(

詳
し
く
は
６
月
23
日
発
行
の
広
報
き
た
か
み
第
６
３
２

号
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

。
現
在
ま
で
の
調
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

｢

新
北
上
市
史｣

刊
行
に
向
け
た
調
査
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

百
歳
　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

　
市
は
、
８
月
に
満
百
歳
を
迎
え
た
２
人
に
祝
い
状
と

記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
黒
舘
タ
ケ
さ
ん(

和
賀
町
山

口)

は
大
正
６
年
８
月
28
日
生

ま
れ
。
25
歳
で
故
吉
助
さ
ん
と

結
婚
し
、
子
３
人
、
孫
７
人
、

ひ
孫
４
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
早
く
に
夫
が
亡
く
な
り
、

豆
腐
店
の
経
営
な
ど
を
し
な
が

ら
女
手
一
つ
で
子
ど
も
を
育
て

た
タ
ケ
さ
ん
。
現
在
は
、
週
に

数
回
利
用
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
お
話
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
百
歳
を

迎
え
た
感
想
を
尋
ね
る
と｢

気

持
ち
は
ま
だ
百
歳
じ
ゃ
な
い
。

50
歳
く
ら
い｣

と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

花束を持つタケさん(前列中央)

　
鈴
木
七
郎
さ
ん(

下
江
釣
子)

は
大
正
６
年
８
月
５
日
生
ま

れ
。
25
歳
で
故
コ
メ
さ
ん
と
結

婚
し
、
子
４
人
、
孫
８
人
、
ひ

孫
７
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

20
代
の
頃
に
戦
地
に
赴
い
た
経

験
を
持
つ
七
郎
さ
ん
。
今
で
も

戦
争
の
経
験
を
話
す
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。
日
本
に
帰
還
し

た
後
は
、
製
鉄
会
社
で
仕
事
に

励
み
ま
し
た
。
現
在
は
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
お
り
、
孫

や
ひ
孫
と
会
う
の
が
楽
し
み
だ

と
い
い
ま
す
。
家
族
に
祝
福
さ

れ｢

皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
ま

す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

花束を持つ七郎さん(前列中央)

鬼柳文書の状態確認(古代・中世
部会、８月20日・21日)

江釣子神社にある板碑の状態確認
(古代・中世部会、８月26日)

①
自
然
部
会

　
北
上
川
や
和
賀
川
と
そ
の
支
流

で
魚
類
の
生
息
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
北
本
内
川
、
鈴
鴨

川
、
夏
油
川
流
域
で
植
物
や
昆

虫
、
地
質
の
調
査
も
進
め
て
い
ま

す
。

②
民
俗
部
会

　
二
子
・
黒
沢
尻
・
口
内
地
区
で

明
治
以
降
の
暮
ら
し
を
聞
き
取
っ

た
ほ
か
、
二
子
・
飯
豊
地
区
の
火

防
祭
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
地

区
に
よ
っ
て
異
な
る
習
俗
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

③
古
代
・
中
世
部
会(

中
世
班)

　

　
東
北
大
学
所
蔵
の
、
和
賀
氏
に

関
す
る
資
料｢

鬼
柳
文
書｣

全
87
点

を
調
査
し
、
未
確
認
だ
っ
た
江
戸

時
代
分
の
資
料
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
江
釣
子
神
社
で
板い
た
び碑
の
調
査
や

由
来
の
聞
き
取
り
を
実
施
。
調
査

に
あ
た
っ
て
、
佐
藤
悌て
い
い
ち
ろ
う

一
郎
氏

(

江
釣
子
神
社
氏
子
総
代
長)

、
八

重
樫
善よ
し
の
ぶ信
氏(

同
神
社
総
代
責
任

役
員)

、
佐
藤
貞さ
だ
み
つ充
氏(

有
限
会
社

佐
藤
商
店)

に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

④
近
現
代
部
会(

近
代
班)

　
市
で
所
蔵
し
て
い
る
明
治
・

大
正
・
昭
和
初
期
の
行
政
資
料

(

旧
黒
沢
尻
町
分)

を
調
査
し
ま
し

た
。

※
語
句
説
明

鬼
柳
文
書
…
和
賀
一
族
の
鬼
柳
氏

に
伝
わ
っ
た
鎌
倉
～
江
戸
期
の
文

書
群

板
碑
…
鎌
倉
～
戦
国
期
に
供
養
の

た
め
に
作
ら
れ
た
石
碑

◆
今
後
の
調
査
予
定

民
俗
部
会
…
和
賀
・
江
釣
子
地
区

の
く
ら
し
の
聞
き
取
り
調
査

古
代
・
中
世
部
会(

中
世
班)

…
城

跡
の
調
査

近
世
部
会
…
図
書
館
所
蔵
の
江
戸

時
代
の
古
文
書
調
査

◆
資
料
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す

　
よ
り
正
確
な
市
史
を
作
る
た
め

に
、
旧
江
釣
子
村
、
旧
和
賀
町
を

問
い
合
わ
せ
　
市
史
編
さ
ん
室

☎
72

－

８
３
０
９

含
め
た
昔
の
北
上
市
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
を
お
持
ち
の
人
は

市
史
編
さ
ん
室
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
古
文
書
だ
け
で
な
く
、
写

真
、
広
報
紙
、
新
聞
、
地
図
、
自

治
体
の
刊
行
物
な
ど
幅
広
い
分
野

の
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
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も
少
な
か
ら
ず
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ひ
い
て
は
新
た

な
雇
用
を
生
み
出
し
、
人
口
の
県

外
流
出
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、

今
ま
で
必
死
に
取
り
組
ん
で
き
た
、

復
興
の
加
速
化
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致

に
も
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
市
民
の
幸
福
に

結
び
つ
け
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
生
か
し
、
舵
取
り
を
進
め
る

の
が
私
た
ち
行
政
の
大
き
な
役
割

で
あ
り
、
喜
び
と
同
時
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
す
る
。

　
来
年
の
着
工
に
向
け
て
関
連
す

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
ほ
か
、
用
地

確
保
へ
の
協
力
や
人
材
確
保
な
ど

が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
。
操
業
開

始
ま
で
の
期
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、

会
社
の
予
定
に
支
障
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
、
市
と
し
て
も
早
急
に

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
関

係
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
。

　
昨
年
の
い
わ
て
国
体
で
見
せ
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
全
市
一
丸

と
な
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
今
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
示

し
て
き
た
北
上
市
民
の
大
い
な

る｢

お
も
て
な
し
の
心｣

を
も
っ
て

新
工
場
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　
当
市
に
と
っ
て
10
年
来
の
念
願

で
あ
っ
た
、
東
芝
メ
モ
リ
新
工
場

の
誘
致
が
よ
う
や
く
決
ま
っ
た
。

同
社
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環

境
の
中
、
ま
ず
は
東
芝
経
営
陣
の

ご
英
断
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た

い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
諦
め
ず

に
誘
致
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

先
輩
市
長
を
始
め
、
職
員
に
も
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
さ

ら
に
終
盤
の
厳
し
い
状
況
の
中
で

国
や
県
の
果
た
し
た
役
割
も
大
き

く
、
担
っ
て
い
た
だ
い
た
多
く
の

関
係
者
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　
さ
て
、
東
芝
メ
モ
リ
新
工
場
の

立
地
が
当
地
域
に
も
た
ら
す
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。
多
額
の
直
接
投
資
の
影
響
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
連
産
業
の

進
出
や
住
居
、
宿
泊
施
設
の
建

設
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
性
化
な

ど
、
周
辺
環
境
づ
く
り
に
お
い
て

東
芝
新
工
場
誘
致
決
定

　｢

フ
ラ
ッ
ト
35｣

子
育
て
支
援

型
・
地
域
活
性
化
型
及
び
北
上
市

子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
等
支
援
事

業
費
補
助
金
に
係
る
相
互
協
力
に

関
す
る
協
定
締
結
式
は
８
月
28
日
、

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で

は
、
髙
橋
敏
彦
市
長
と
同
法
人
の

吉
永
兼
一
東
北
支
店
長
が
協
定
書

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
に
よ
り
、
同
補
助

金
の
利
用
者
の
う
ち
、
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
人
が｢

フ
ラ
ッ
ト

35｣

子
育
て
支
援
型
・
地
域
活
性

化
型
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
今
後
、
市
と
同
法
人
は
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
の
推
進
・
普
及
の

た
め
相
互
に
協
力
。
定
住
促
進
を

目
指
し
、
子
育
て
世
帯
の
住
宅
取

得
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
北
上
市
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得

等
支
援
事
業
費
補
助
金

　
子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
を
支

援
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
市

が
交
付
す
る
補
助
金
で
す
。
詳

し
く
は
子
育
て
支
援
課(

72

－

８
２
６
０)

へ
。

対
象
…
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
を

持
つ
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人

補
助
内
容
…
①
住
宅
を
新
築
、
購

入
、
改
築
、
増
築
す
る
際
に
か
か

る
経
費
の
２
分
の
１
を
補
助(

上

市
教
育
委
員
会
Ａ
Ｌ
Ｔ(

英
語
指
導
助
手)

の

ロ
ナ
ル
ド
・
レ
オ
ン
２
世
さ
ん
が
退
任

協定書を前に握手する髙橋市長
(左)と吉永東北支店長

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
と

子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
市
教
育
委
員
会
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ロ
ナ

ル
ド
・
レ
オ
ン
２
世
さ
ん
が
、
８

月
31
日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。

　
ロ
ナ
ル
ド
さ
ん
は
、
市
の
姉
妹

都
市
で
あ
る
コ
ン
コ
ー
ド
市
出

身
。
同
市
の
企
業
な
ど
で
勤
め
た

後
、
平
成
23
年
に
同
職
に
任
命
さ

れ
、
６
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
市

内
の
小
・
中
学
校
で
英
語
の
指
導

に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
上

市
国
際
交
流
ル
ー
ム
が
開
催
し
て

い
る
英
会
話
講
座｢

イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
パ
ー
ク｣

や｢

イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ス
ク
エ
ア｣

で
は
講
師
を

担
当
。
多
様
な
経
験
を
生
か
し
、

児
童
や
生
徒
の
英
語
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
高
め
る
な
ど
、
市
の

外
国
語
教
育
に
寄
与
し
ま
し
た
。

退任のあいさつに訪れ、髙橋市長
と握手するロナルドさん(左)

限
30
万
円)

。

※
親
と
同
居
ま
た
は
近
居
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
い
ず
れ
か
を
伴
う
場

合
は
10
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す

②
新
た
に
親
と
同
居
す
る
場
合
、

住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
際
に
か

か
る
経
費
の
５
分
の
１
を
補
助

(
上
限
10
万
円)

●｢
フ
ラ
ッ
ト
35｣

子
育
て
支
援

型
・
地
域
活
性
化
型

　｢

フ
ラ
ッ
ト
35｣

は
同
法
人
が
提

供
す
る
最
長
35
年
の
長
期
固
定

金
利
住
宅
ロ
ー
ン
。
子
育
て
支

援
型
・
地
域
活
性
化
型
で
は｢

フ

ラ
ッ
ト
35｣

の
金
利
が
当
初
の
５

年
間
、
年
０
・
25
パ
ー
セ
ン
ト
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。


